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指導資料 音 楽 第42号
－小学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成24年４月発行

小学校音楽科における学習評価の在り方

－評価規準の設定を中心に－

小学校学習指導要領では，「表現」と「鑑

賞」の活動に，共通に指導する内容として

〔共通事項〕が示されており（Ｐ２表２参

照），この〔共通事項〕を支えとして，思い

や意図をもって表現したり，味わって聴いた

りする力を育成することが重視されている。

「力強さが伝わるように表現したい｡」,｢こ

こでは,音の重ね方を工夫したらきらきらす

る感じを表せる｡｣といった，子どもの思いや

意図を十分に引き出すためには，音楽活動に

取り組む子どもの姿から学習状況を適切に見

取っていく必要がある。

そこで本稿では，音楽科における評価の観

点と趣旨に基づいて，評価規準の設定の仕方

を中心に，表現領域の事例を交えながら述べ

る。

１ 評価の観点とその趣旨

(1) 「思考・判断・表現」に係る観点

学校教育法の一部改正を受けて，学習

指導要領の総則には学力の三つの要素が

示されている。学習評価の観点はこのこ

とを踏まえて整理され，音楽科における

観点も設定された（図１）。

音楽科の改訂の趣旨には，思考・判断

する力の育成を一層重視することが明記

されている。このことから，「思考・判

断・表現」に係る観点として，｢音楽表

現の創意工夫」及び｢鑑賞の能力｣の観

点を位置付けたことが，音楽科におけ

る学習評価の改訂のポイントである。

子どもが，試行錯誤しながら表現を創

意工夫する力や，楽曲を聴いてその特徴

【学力の三つの要素】 【評価の観点】 【音楽科における評価の観点】

主体的に学習に取 関心・意欲・態度 音楽への関心・意欲・態度
り組む態度

思考力・判断力・ 思考・判断・表現 音 楽 表 現 の 創 意 工 夫
表現力等

技 能 音 楽 表 現 の 技 能
基礎的・基本的な
知識及び理解

知識 ・ 理解 鑑 賞 の 能 力

図１ 学力の三つの要素と評価の観点
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やよさを理解したり，自分の意見を述べ

たりする力は，音楽科の学習に即した思

考力・判断力・表現力と言える。

(2) 「音楽的な感受」に係る観点の趣旨

図１の音楽科における四つの観点に

は，これまでの観点にあった「音楽的

な感受」が示されていない。しかし，

「音楽表現の創意工夫」と「鑑賞の能

力」の観点には，〔共通事項〕(表２の

アに関する内容)，即ち，音楽的な感受

に相当する指導内容を示してある（表

１の下線部）。よって，これらの観点

それぞれにおいて，音楽的な感受に係

る評価を行うことになる。

鑑賞領域では，これまで「音楽的な

感受」の観点で見取っていた力も含め

て，子どもが自分なりに音楽のよさや

価値などを味わって聴くことができる

ような力を育むこととしており，こう

した学習状況を「鑑賞の能力」の観点

で評価することになる。このことによ

り，「音楽的な感受」と「鑑賞の能

力」の違いが分かりにくいといった，

従前の課題の解消を図ることができる。

音楽的な感受は，音楽科の目標にあ

る「音楽に対する感性」につながり，

表現及び鑑賞の活動の根底に関わるも

のである。〔共通事項〕との関連を十

分に図り，指導を工夫することが大切

である。

２ 評価規準の設定と評価に基づく指導

平成23年３月，国立教育政策研究所から

出された「評価方法等の工夫改善のための

参考資料」では，評価を指導の改善に生か

すという視点を一層重視するよう示されて

いる。

音楽科においても,｢指導に生かす評価｣

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。

ア 音楽を形づくっている要素のうち，次の(ｱ)及び(ｲ)を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白
さ，美しさを感じ取ること。

(ｱ) 音色 ,リズム,速度,旋律,強弱， (ｱ) 音色,リズム,速度,旋律,強弱,音の (ｱ) 音色,リズム,速度,旋律,強弱,音の

拍の流れや フレーズなどの音楽を 重なり，音階や調，拍の流れやフレー 重なり,和声の響き,音階や調,拍の流

特徴付けている要素 ズなどの音楽を特徴付けている要素 れやフレーズなどの音楽を特徴付け

ている要素

(ｲ) 反復,問いと応えなどの音楽の仕 (ｲ) 反復,問いと応え,変化などの音楽の (ｲ) 反復,問いと応え,変化,音楽の縦と

組み 仕組み 横の関係などの音楽の仕組み

イ 身近な音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動を通して理解すること。

表１ 音楽科の評価の観点及びその趣旨

観点 音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

音楽に親しみ，音や音 音楽を形づくっている 音楽表現をするための 音楽を形づくっている
楽 に 対 す る 関 心 を も 要素を聴き取り，それ 基礎的な技能を身に付 要素を聴き取り，それ
ち，音楽表現や鑑賞の らの働きが生み出すよ け，歌ったり，楽器を らの働きが生み出すよ

趣旨 学習に自ら取り組もう さや面白さなどを感じ 演奏したり，音楽をつ さや面白さなどを感じ
とする。 取りながら，音楽表現 くったりしている。 取りながら，楽曲の特

を工夫し，どのように 徴や演奏のよさなどを
表すかについて思いや 考え，味わって聴いて
意図をもっている。 いる。

表２ 〔共 通 事 項〕
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を目指し，四つの観点に基づく観点別学

習状況の評価を一層進めていく必要がある。

題材の評価規準を設定する際は，学習の

ねらいや内容に照らしつつ，平成22年11月

に，同じく国立教育政策研究所から公表さ

れた｢評価規準の作成のための参考資料｣

の，「評価規準に盛り込むべき事項及び

評価規準の設定例」(以下，｢評価規準の設

定例」）を活用すると，実際の学習活動に

即した評価規準を設定する際の参考になる。

ここでは，評価規準の設定について，表

現領域の中の「音楽づくり」分野から，第

５学年の題材を取り上げ，具体的な事例を

示す。

(1）題材名

「曲のまとまりに気をつけて音楽を味

わおう」

(2）題材の目標

音楽の仕組みや旋律の特徴に関心をも

ち，それらを生かしながら，自分の思い

や意図をもって旋律づくりに取り組むこ

とができる。

(3）主な学習内容

教材「静かにねむれ」において，四つ

の旋律の特徴を調べ，気付いたことを参

考にしながら，旋律づくりをする。

(4）題材の評価規準

表３は，本題材における評価規準例で

あり，下線部は，「評価規準の設定例」

を基に，教材に則した音楽を形づくっ

ている要素などを示し，記述してある。

例えば，「評価規準の設定例」の中の

「音楽表現の技能」においては，「い

ろいろな音楽表現から得た発想を生かし，

即興的に表現している｡」と示してある。

授業では，教材「静かにねむれ」の

旋律の特徴を参考に，旋律をつくり表

現することから，本題材の評価規準例

では，「続く感じや終わる感じといっ

た『静かにねむれ』の旋律の特徴から

得た発想を生かし，即興的に表現してい

る｡」と表した。

(5）１単位時間の評価規準

表４（Ｐ４）は，本題材における指導

と評価の計画例である。

題材の評価規準を，１単位時間の評価

規準として用いている。１単位時間ごと

に，１，２項目に絞り，効果的・効率的

に評価できるように配慮するとともに，

評価規準の配置に関連をもたせ，工夫し

ている。

例えば，｢音楽への関心・意欲・態度｣

は，Ａ①とＡ②として題材の導入時と

終末時に配置している。これらは，学

Ａ Ｂ Ｃ
音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能

① 「静かにねむれ」の旋律の特徴 ① 続く感じや終わる感じといっ ① 続く感じや終わる感じといっ
や音の動きを参考に，旋律づく た「静かにねむれ」の旋律の特 た「静かにねむれ」の旋律の特
りの学習に主体的に取り組もうと 徴を感じ取りながら，どのよう 徴から得た発想を生かし即興的
している。 な旋律をつくるかについて発想 に表現している。

② いろいろな音楽表現に関心を をもっている。 ② 音の動きやリズムなどを工夫
もち，自分たちでつくった旋律 ② 音の動きやリズムなどを工夫 した自分たちの旋律を表現して
を表現する学習に主体的に取り し，つくる旋律について自分の いる。
組もうとしている。 思いや意図をもっている。

表３ 「曲のまとまりに気をつけて音楽を味わおう」の評価規準例
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習活動に合わせて表記してあるが，第１

時での学習への意欲や態度が，第４時で

はどのように変容したか，主体的に旋律

づくりに取り組もうとする状況の変化を

把握することができる（図２）。

(6）評価に基づく指導の在り方

本事例の第２時を例に挙げると，表３

のＢ①とＣ①の評価規準に照らして「お

おむね満足できる状況」を見取る。

旋律づくりに対して「自分の考えをも

っているか」，｢即興的に表現している

か｣，などについて，演奏の様子や発言

の内容から把握する。

これらの見取りを基に，「十分満足

できる状況」にある子どもに対しては，

「様々な方法を試しながら，よりよい表

現をしている。」といった見取りの判断

のポイントをもち，より完成度の高い旋

律に仕上がるように，その子どもに応じ

た助言や称賛をすることが大切である。

「努力を要する状況」と判断されそう

な子どもに対しては，「教師と一緒に

旋律づくりの手順を確認しながら，表

現している。」といった見取りの判断

のポイントをもって，子どもが楽しく

旋律づくりに取り組めるような指導に

努める必要がある。

評価は子どもを見取る窓口であり，子ども

一人一人を見つめながら，日頃の授業実践を

常に振り返り，問い直すことが大切である。

（教職研修課）

主 な 学 習 活 動 評価規準及び評価方 法

旋 律 づ く り の ポ イ ン ト を 見 つ け よ う 。 Ａ － ①

１ 「 静 か に ね む れ 」 の 旋 律 の 特 徴 か ら ， 旋 律 づ く り の ポ イ ン 発言内容・ワークシート

ト を 調 べ る 。 の記入・行動の観察

２ 旋 律 づ く り の ポ イ ン ト に 気 付 き ， 見 通 し を も つ 。
３ 旋 律 づ く り の 手 順 を 知 る 。
４ 手 順 を 確 認 し な が ら 試 し に 全 員 で 旋 律 を つ く る 。

旋 律 を つ く っ て み よ う 。 Ｂ － ①

１ 旋 律 づ く り の ポ イ ン ト と 手 順 を 確 認 す る 。 旋律づくり・発言内 容

２ グ ル ー プ ご と に 旋 律 を つ く る 。 Ｃ ー ①

３ で き た 旋 律 を リ コ ー ダ ー で 演 奏 し 修 正 演奏の聴取・記譜

す る 。

中 間 発 表 で 課 題 を 見 つ け ， 修 正 し よ う 。 Ｂ － ②

１ で き た 旋 律 の 中 間 発 表 を す る 。 旋律づくり・発言内 容

２ 課 題 を 見 つ け て 修 正 す る 。 演奏の聴取

３ 完 成 し た 旋 律 の 演 奏 の 練 習 を す る 。

つ く っ た 旋 律 を お た が い に 発 表 し 合 お う 。 Ａ － ②

１ 完 成 し た 旋 律 を 発 表 す る 。 発言内容・行動の観察

２ 学 習 を 振 り 返 り ， ま と め を す る 。 振り返りカードの記 述
Ｃ － ②
演 奏 の 聴 取

（ 鹿児島市立大龍小学校 米村裕美教諭の実践を基に作成 ）

－引用・参考文献－
○ 文部科学省『小学校学習指導要領解説 音楽編』平成20年 教育芸術社
○ 国立教育政策研究所『評価規準の作成のための参考資料』平成22年
○ 国立教育政策研究所『評価方法等の工夫改善のための参考資料』平成23年

表４ 「曲のまとまりに気をつけて音楽を味わおう」の指導と評価の計画例（全４時間）

第

１

時

第

２

時

第

３

時

第

４

時

○ 旋律づくりに挑戦して，思ったことや感

じたことを書きましょう。

図２ 学習の振り返り
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